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所
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地
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町

調
査
期
間
　
　
一
九
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六
年
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一
九
八
七
年
三
月

発
掘
機
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京
都
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埋
蔵
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財
研
究
所

調
査
担
当
者
　
長
宗
繁

一
・
鈴
木
広
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遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代

遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

長
岡
京
跡
は
、
現
在
の
行
政
区
分
で
は
向
日
市

。
長
岡
京
市

・
大
山
崎
町

・

京
都
市
の
三
市

一
町
に
ま
た
が

っ
て
い
る
。
当
報
告
は
京
都
市
域
に
お
け
る
調

査
で
、
京
都
市
外
環
状
線
道
路

整
備
事
業
に
伴
い
、
昭
和
五
五

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
一
連

の
発
掘
調
査
の
一
つ
で
、
本
年

度
分
は
Ｖ
区
と
称
し
て
い
る
。

帥
　
　
調
査
地
は
、
向
日
市
と
の
境

晒
　
に
近
い
標
高
約

一
四
ｍ
の
水
田

者僚
　
地
帯
に
位
置
す
る
。
Ｖ
区
で
は

平
安
時
代
後
期
の
墓
跡
、
長
岡

京
の
推
定
東
二
坊
大
路
路
面
と
そ
の
東
西
両
側
溝
を
検
出
し
た
。
な
お
東
西
両

側
溝
の
溝
心
々
の
距
離
は
約
二
四
ｍ
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
大
路
西
側
に
お
い
て
、

建
物
跡

・
井
戸

。
沼
状
の
遺
構
を
検
出
し
、
そ
の
下
層
か
ら
、
奈
良
時
代
の
条

里

・
水
田
跡
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
五
点
で
、
す
べ
て
長
岡
京
期
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
①
②
Ｏ
は
沼

状
遺
構
、
④
は
柱
穴
、
０
は
東
二
坊
大
路
西
側
溝
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
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⑭
以
外
は
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。　
こ
の
う
ち
①
②

は

「
地
子
米
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
子
と
表
記
さ
れ
た
木
簡
は
、
向
日
市
教
育
委
員
会
の

長
岡
京
左
京

一
三
次
、
同
二
二
十

一
・
二
次
、
同
五

一
次
の
太
政
官
厨
家
推
定

地

（左
京
二
条
二
坊
）
の
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
か
ら
二
三
点
、
同
地
域
で
の
立
合
調
査

八
〇

一
八
次
の
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
二
か
ら
三
点
が
出
上
し
て
い
る
。
長
岡
京
以
外
で

は
、
平
城
官
第
三
五
次
調
査
の
Ｓ
Ｋ
四
四
五
三
か
ら

「乗
田
価
銭
」
の
木
簡
が
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出
土
し
て
い
て
、
天
平
年
個
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
調
査
地
出
上
の

地
子
米
木
簡
は
、
品
目

ｏ
量
の
み
の
簡
単
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
国

・
郡

・

郷
名
、
貢
進
者
名
、
検
収
署
名
、
日
付
な
ど
を
省
略
す
る
点
で
、
Ｓ
Ｄ

一
三
〇

一
出
上
の
地
子
米
木
簡
と
異
な
る
。
０
は
①
②
と
同
様
の
性
格
を
も
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
上
の
三
字
の
意
味
が
不
明
で
あ
る
。
黒
米
は
仕
丁
等
の
常
食
に
充
て

ら
れ
る
も
の
で
玄
米
で
あ
る
。
地
子
米
は
白
米
で
、
官
人
等
の
常
食
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。
本
調
査
地
に
上
、
下
両
身
分
を
擁
し
、
太
政
官
と
関
わ
り
の
あ
る
、

地
子
米
を
移
送
さ
せ
る
力
を
持

っ
た
人
物
、
或
は
施
設
の
存
在
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
④
は
曲
物
の
底
板
に
書
か
れ
て
始
り
上
半
を
欠
く
。
文
章
の
体
裁
を
な
さ

ず
、
習
書
と
思
わ
れ
る
。

当
調
査
地
付
近
に
は

「
川
原
寺
」
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
で
は
、
そ
の
位
置
を
知
る
手
掛
り
さ
え
つ
か
め
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

し
前
年
度
の
Ｔ
区
の
調
査
以
来
、
わ
ず
か
な
が
ら
解
明
の
糸
日
が
つ
か
め
て
き

た
。
Ｔ
区
で
は
厨
房
を
思
わ
せ
る
遺
構
群
及
び
漆
紙
文
書
片
、
三
三
片
に
お
よ

ぶ
墨
書
土
器
、
多
量
の
転
用
硯
の
出
上
を
み
て
い
る
。
今
回
出
上
の
木
簡
と
考

え
合
わ
せ
る
と
、
共
に
多
人
数
の
給
食
を
必
要
と
す
る
施
設
、
常
に
文
書
が
行

き
か
っ
て
い
た
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
川
原
寺
」
の
一
部
を
検
出
し
た
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
は
言
え
、
当
調
査
地
付
近
の
発
掘
調
査
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
例
の
増
加
を
待
ち
た
い
。

９
　
関
係
文
献

向
日
市
教
育
委
員
会

『
長
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木
筒

一
』
盆

九
八
四
年
）
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